
ゲストハウスづくりに参加してみませんか？ 

2015 年 9 月開催・第 3回「土祭」とその後に向けて 

「ゲストハウスプロジェクト立ち上げ作戦会議」へのお誘い 

観光商工課 土祭事務局より 

 

前回の土祭 2012 では、「土祭食堂」としてお客様をお迎えした、戦前に釉薬の試験場として使われてい

たと伝わる城内坂路地裏の歴史ある建物。 

今年の土祭 2015 をきっかけに、ゲストハウスとしての活用を模索することとなりました。 

 

そのテーマは「結び目をつくる」。 

人と人、人と地域、そして地域と地域の「結び目」となる場づくりを目指して、 

土祭 2015 会期中は、ご来場の皆様の憩いと交流の場として運営します。 

 

しかし、建物の改修、お客様へのおもてなしの検討、ゲストハウスとしての営業に向けた体制づくり… 

課題山積のプロジェクトを進めるため、様々な形で力を貸していただける仲間を探しています！ 

 

そこで、まずはこのプロジェクトに関心をお持ちの方々が一堂に会し、 

土祭事務局から構想と課題を説明した上でアイデアを出し合う場を設けます。 

名付けて「ゲストハウスプロジェクト立ち上げ作戦会議」！ 

6/14（日）の 19 時から、益子町の城内公民館にて開催します。 



 

【ゲストハウスとは】 

（「ゲストハウスプレスとは」http://guesthousepress.jp/?p=2183 より引用） 

 

ここでのゲストハウスの定義は、広義には素泊まりの宿のことを指します。 

リーズナブルな価格で、ドミトリー形式であったり、バストイレなどの水廻りが共同など設備的な簡素化

を図ることで、安価な就寝スペースを確保できる宿のことです。 

 

ただ、そうした設備面だけでゲストハウスの魅力を語ることは出来ません。 

宿全体は簡素だけれど、洗練されたデザインや人と出逢える共有スペース、オーナーやスタッフの個性や

ホスピタリティがあいまって、ゲストハウスの個性と魅力は生まれています。 

 

 

【益子につくるゲストハウスのミッション】 

 

出発点は、低価格で気軽に泊まれる宿をつくることで、若い世代を中心に益子を訪れ、滞在してくれる方

を増やしたい、というシンプルな思い。 

 

しかし、「この土地で生きることの祭り」土祭をきっかけに、益子にゲストハウスをつくるに当たってま

ず考えるのは、「この土地で生きることにとって、ゲストハウスが何をなし得るのか」。 

 

この土地で生きながら、他の地域を知り、その地域と関係を築くことができれば。 

この土地で生きながら、多様な暮らし方や働き方を知り、実践することができれば。 

 

これらの理想を誰もが手の届くものにする可能性が、ゲストハウスには秘められている、と考えます。 

それによって磨かれるのは、「この土地で生きること」の魅力。 

その魅力は他の地域から多くの人々が訪れ、やがては移り住むことにも繋がるのではないでしょうか。 

 

 

【益子につくるゲストハウスのビジョン】 

 

①他の個性的な地域と互いに触発しあえる関係を築くための「ハブ」になる 

→利用者同士の交流に加えて、利用者やゲストハウス同士のネットワークを通して益子の情報を他の地

域に発信するとともに、他の地域の有益な情報を集約して益子の人々に提供し、地域間交流のきっかけを

つくる「結び目」に。 

 

②益子の人々同士、そして益子の人々と町外の人々の繋がりを築くための「ベース」になる 

→益子の人々が集い、共に活動する場をつくるとともに、町外からの旅行者はもとより、仕事をしながら

の中長期滞在や移住希望者の「お試し滞在」といったニーズにも対応し、益子の人々との交流のきっかけ

を提供することで、多様な人々が益子において出会い、繋がりを築いていく「結び目」に。 

 

③益子におけるこれからの暮らし方・働き方を築くための「ラボ（研究所・実験室）」になる 

→①と②を通して多様な暮らし方・働き方に触れる機会を提供しながら、益子におけるこれからの暮らし

方・働き方を生み出し、その実践をサポートすることで、「この土地で生きること」の「結び目」に。 


